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(内容の要旨)

日本におけるハイテク産業の国際競争力は 1990年 代から低 ドしてきた。その背景としては、例え

1すフォーヵスがlbl底されていない事業戦略、資金調達の難しさ、流動性の低い人材育成とそ加による

高コス ト体質などが特tF5されている。その中で、資材の購買 ・調達のあり方も根本的なパラダイムほ

換を迫られ、1990年 代を通じて、購貫は、企業の経営陣が重視すべき分野のひとつになり、特にサブ

ライヤーとの良好な関係を築くことの戦略的重要性が再認識されつつある。

本「m文では、張品産業を事例として、サプライヤー マ ネジメントに着 Hし て考察している。
一般

に、サプライヤー マ ネジメン トを強化する際には、肺田部門に必要な人材を移し、開発購買という

形で全社的標準組織機能とすべきという議論と、サプライヤーと接する部門どとに調整を任せておけ

ば 真いという議論とが存在している。本論文では、林端な開発購買を志向して )ヽ、特定の機能部門に

しわ村せが■じる 方 で、部門別にサプライヤーとの調整を進めていくやり方ヽ社内外における業務

プロセスに支障が■じるとの考えから、他に望ましいサプライヤー マ ネジメン トの形態があるとい

う考えに立ち、その内容を文献りF先と事例調査で考祭し検証するアプローチを採用している.

具体的には、サプライヤー ・マネジメン トのあり方について、rk品業界
/T体のサプライチェーンと

いうlPl面から考察している。本論文の主体である LCDメ ーカーは、すでに寡占化され独自の技術を

行して交渉力のあるサプライヤーと、買い手の論理としての強い交l■力をもつセット メ
ーカーとに

挟まれたこな立場に立たされている。このように強い交渉力のある両社に故まれた LCDメ
ーカーの

サプライ十一 マネジメン トについて、ます LCDメ ーカー自社内の情報の流ねに歪みがないかという

観点から調査する。その上で、サプライチェーンを、LCDメ ーカーとに流部品企業、LCDメ
ーカー

と下流企業であるセット メ ーカーという2社 間関係に分類し、情報の流れや在庫政策という観点で

LCDメ ーカーの上流・下流企業が何を重視し、何に囚つているのかをインタビューにより分析 考祭

し、サプライチェーン全体という4FL〕Rか ら望ましいサプライヤー マ ネジメントのあり方について考

祭している。

結論として、LCDメ ーカー自社内のサプライヤー マ ネジメントがどうあるべきかという議論を超

え、業界全体のサプライチェーンの歪みを克服するための調整弁であるという立場に立って、これか

らの液晶産業のサプライチtE―ン全体のあり方、特に LCDメ ーカーが果たすべき役iい1について具体

的な提言をまとめ、今後のサプライヤー・マメジメン トのあるべき姿と課題を要約 して提示している。


